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市
内
の
施
設
を
見
学
し
見
聞

を
広
め
よ
う
と
８
月
27
日
、
市

政
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
。
夏

休
み
の
思
い
出
に
と
親
子
で
の

参
加
を
呼
び
掛
け
、
市
民
12
人

が
参
加
。
参
加
者
は
備
前
長
船

刀
剣
博
物
館
（
長
船
町
長
船
）

と
岡
山
県
水
産
試
験
場
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
刀
剣
博
物
館
で
は
、
日
下
弘

海
館
長
か
ら
刀
の
説
明
を
受

け
、
館
内
を
見
学
。
栽
培
漁
業

セ
ン
タ
ー
で
は
、
オ
コ
ゼ
や
ヨ

シ
エ
ビ
の
稚
魚
を
見
な
が
ら
、

植
木
範
行
所
長
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　
見
学
後
、
参
加
者
の
一
人
は

「
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
、
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
救
急
業
務
に
対
し
て
、
地
域

住
民
に
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
救
急
の

日
の
９
月
９
日
、
瀬
戸
内
市
消

防
本
部
は
一
日
救
急
隊
長
に
、

千
手
婦
人
消
防
隊
の
大
重
喜
志

子
さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
大
重
さ
ん
は
、
同
消
防
署
で

救
急
技
術
訓
練
を
見
学
後
、
福

田
保
育
園
（
児
玉
洋
子
園
長
・

園
児
１
５
０
人
）
に
行
き
、
救

急
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
。

園
児
た
ち
は
み
ん
な
で
考
え
な

が
ら
、
楽
し
く
答
え
て
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
邑
久
町
の
ス
ー
パ

ー
で
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

応
急
手
当
の
大
切
さ
や
救
急
車

の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

町
の
良
さ
を
再
発
見

　
　
　
　
市
政
バ
ス
で
施
設
見
学

９
月
９
日
は
救
急
の
日

  

　 

一
日
救
急
隊
長
が
救
急
業
務
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

巨
大
窯
で
新
た
な
挑
戦

  

寒
風
新
大
窯
空
焚
き
火
入
れ
式

市民にチラシを渡す大重喜志子一日救急隊長
（右から二人目）

植木所長から稚魚についての説明を受ける参加者の皆さん

寒風新大窯で火入れ前の神事を行う森さん（右）

　
牛
窓
町
前
島
で
８
月
16
・
17

日
の
２
日
間
、
玉
津
小
学
校

の
５
・
６
年
生
８
人
が
、「
子

ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
農
家
民
泊
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
小
学
校
に

お
け
る
農
山
漁
村
で
の
長
期

宿
泊
体
験
活
動
を
推
進
す
る

総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林

水
産
省
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
本
市
は
受
入
モ
デ
ル

地
域
と
し
て
本
年
度
選
定
さ

れ
た
全
国
53
カ
所
の
一
つ
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
農
家
と
酪

農
家
の
２
班
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
手
伝
い
な

が
ら
、
受
入
農
家
と
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
の

土
づ
く
り
や
水
や
り
、
牛
舎

の
掃
除
や
子
牛
の
ミ
ル
ク
や

り
な
ど
を
率
先
し
て
行
い
、

一
段
と
た
く
ま
し
く
成
長
。

　
児
童
は
普
段
の
生
活
と
は

異
な
る
体
験
が
で
き
、
受
入

農
家
も
子
ど
も
た
ち
に
元
気

を
も
ら
い
、
お
互
い
に
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

　
玉
津
小
学
校
児
童
が
農
家
民
泊
体
験

牛に餌をやる児童たち

千手・粟利郷婦人消防隊の皆さんが行った軽可搬ポン
プによる初期消火訓練

　
牛
窓
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
９
月
７
日
、
地
域
住
民
や

関
係
者
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、

市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、

市
内
各
所
で
液
状
化
、
土
砂

崩
れ
、
家
屋
の
倒
壊
、
建
物

火
災
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

電
力
・
通
信
・
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
被
害
が
生

じ
て
い
る
と
い
う
想
定
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
避
難
誘
導
や
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
・
粉
末
消
火
器
で
の
初
期

消
火
、
救
急
・
救
助
訓
練
、

陸
上
自
衛
隊
へ
の
派
遣
要
請

に
よ
る
非
常
食
の
炊
き
出
し

訓
練
な
ど
、
関
係
機
関
と
地

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
防

災
訓
練
の
重
要
性
と
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
連
携
の
大
切
さ
、

防
災
意
識
な
ど
認
識
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

　
　 

瀬
戸
内
市
総
合
防
災
訓
練

倒壊家屋救出訓練で閉じ込められた人を助け出す消防団の皆さん

　
備
前
焼
の
県
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
で
あ
る
森
陶
岳
さ
ん
（
71

歳
・
牛
窓
町
長
浜
）
が
、
同
所
に

築
い
た
寒
風
新
大
窯
が
完
成
し
、

８
月
19
日
、
空
焚
き
火
入
れ
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
窯
は
、
全
長
85
 
の
半
地
下

構
造
の
直
炎
式
登
り
窯
で
、
約
８

年
間
を
掛
け
て
築
窯
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
作
品
を
詰

め
な
い
空
焚
き
で
、

20
日
間
焼
か
れ
、
そ

の
後
作
品
制
作
に
入

り
、
本
焚
き
は
平
成

25
年
の
予
定
。

　
江
戸
時
代
に
絶
え

た
大
窯
を
復
元
、
研

究
し
て
き
た
森
さ
ん

は
「
無
事
に
火
入
れ

が
で
き
安
心
し
ま
し

た
。
先
人
の
清
新
さ

を
感
じ
、
そ
こ
に
近

づ
い
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し

た
。
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ー
ト
ル

消防本部と岡山市消防局消防航空隊による合同訓練


